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磁性物理学演習Ⅰ 天児　寧 他

Exercies in Magnetism Ⅰ 中島　美帆・安達　弘通

4 通年 ･不定期

　

非該当

(1)授業の達成目標 【ディプロマ･ポリシー】 ⇔ 【授業の達成目標】
２６SSカリ･理学, ２５SSカリ･理学, ２４SSカリ･理学

【DP5】専門知識に基づいた見識を持ち，その妥当性を理論的に 主に局在スピン系の磁性の理論と実験について理解し，磁性研
説明し，議論する能力 究の基礎知識および最近の動向を習得する。磁性物理学を研究

するための見識を持ち，その妥当性を理論的に説明し，議論す
る能力を持つことができるようになる。

⇔

(2)授業の概要 磁性についての教科書や論文などを題材にセミナー形式で行う。

(3)授業のキーワ
ード

局在スピン系の磁性

(4)授業計画 第１回：ガイダンス（教科書紹介と論文検索および読解法）
第２回：磁性学序論（物質の磁性と分類）
第３回：磁性学序論（磁性化合物の生成）
第４回：磁性学序論（化合物の生成と安定性）
第５回：磁性学序論（磁性研究の歴史）
第６回：磁性学序論（磁性研究の現状）
第７回：結晶学と回折現象（結晶の対称性）
第８回：結晶学と回折現象（回折現象）
第９回：原子の磁性（電子軌道と磁場中の状態）
第１０回：原子の磁性（結晶電場と電子状態）
第１１回：原子の磁性（ヤーンテラー効果による格子変形）
第１２回：分子場理論（強磁性）
第１３回：分子場理論（反強磁性）
第１４回：分子場理論（フェリ磁性）
第１５回：分子場理論（安定なスピン構造の決定）
第１６回：分子場理論（交換歪効果）
第１７回：結晶内スピン間の相互作用（磁気双極子相互作用）
第１８回：結晶内スピン間の相互作用（直接交換相互作用）
第１９回：結晶内スピン間の相互作用（超交換相互作用）
第２０回：結晶内スピン間の相互作用（多体交換相互作用）
第２１回：結晶内スピン間の相互作用（異方的交換相互作用）
第２２回：結晶内スピン間の相互作用（反対称交換相互作用）
第２３回：結晶内スピン間の相互作用（2重交換相互作用）
第２４回：局在スピン磁性関連現象（磁気転移に対する統計近似）
第２５回：局在スピン磁性関連現象（イジングスピン系）
第２６回：局在スピン磁性関連現象（ハイゼンベルクスピン系）
第２７回：局在スピン磁性関連現象（臨界指数と低次元磁性）
第２８回：局在スピン磁性関連現象（磁性体のスピン波理論）
第２９回：局在スピン磁性関連現象（イジングスピン格子の磁化現象）
第３０回：局在スピン磁性関連現象（スピングラス）

(5)成績評価の方
法

セミナーでの発表内容を100点として評価する。

(6)成績評価の基
準

主に遍歴電子系の磁性の理論と実験について理解し，磁性研究の基礎知識および最近の動向を習得して
いるか、ゼミナーでの発表内容を基に成績を評価 する。

(7)事前事後学習
の内容

次回予定範囲について教科書で予習する。授業ノート,教科書, 配布物などにより十分な復習をし, 授業
内容の理解に努める。

(8)履修上の注意 物性物理学および磁性の基礎を習得していることを前提とする。

(9)質問,相談への
対応

その都度対応する。

【教科書】 安達健五「化合物磁性－局在スピン系」（裳華房）など

【参考書】 その都度紹介する


